１－１
2013年度事業活動報告書
1. 2014年全国大会富山大会成功のために、年に２回富山県実行委員会に職員を派遣した。
2. ピア･カウンセリング事業を行った。

3. 会報で公募し、各地で研修会を行った。（全国11ヵ所）
4. 国土交通省のバリアフリー会議に全精連から当事者を参画させた。

5. 行政交渉において、厚生労働省：所得保障問題について

　　　　　　　　　　　　　　精神障害者の就労実態について

　　　　　　　　　　　　　　精神障害者の法定雇用率達成について
医薬品の安全性について

国土交通省：公共交通機関の割引について
 公立有料駐車場の割引について

文部科学省：思春期における精神科の対策について

　　　　等の事項について強く取り組むよう、各省庁に要望をあげた。

6. 公共交通機関の運賃割引制度について、全精連独自の署名文を作成し、署名活動に取り組んでいる。国会への提出は２０１４年６月末を予定している。（2014年4月現在239署名）
7. 定期的に年6回会報を発行した。
8. 会員を増やすために、新たに作成したパンフレット及びホームページ、講演会、シンポジウム等で周知をした。
9. 製薬会社を中心に、企業からの理解と寄付を募るための活動に尽力した。
10. 障害者総合支援法に反対し、骨格提言の実現に向けて努力していくための具体的な活動ができなかった。
11. 県連や単会があるところでは、当事者として都道府県の精神障害者に関する会議に参画ができるように、会報などで情報提供をしていくための具体的な活動ができなかった。
12. 自殺防止、自殺未遂者に対してのサポートの強化を、各自治体へ働きかけるための具体的な活動ができなかった。
13. 障害年金の額や手続きに関して、当事者にもわかりやすいように行ってもらえるよう、国に対して交渉していくための具体的な活動ができなかった。
